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新 刊

ここに生きる 働く盲人の記録

新書版300ページ 定価1,000円

12人の働く盲人の生きざまが あなたの感

動を呼ぶ

講読申し込みは 日本盲人福祉研究会へ

標準点字表記辞典

発売元： 博文館新社 1,500円

全国有名柑店で発売中
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侃島押さん（右） 。現在、東京都立大学人文学部 1年'-i'.o

ての全盲ろう大学．牛である。

日本で初め



「指点‘f-：」（ま、おl_;J:さ

んが聞発 した独特のコミ

ュニケ ーション手段だ。

左右 3本ずつ、6本の指

を点字クイプライタ ーの

キーに見たてて、その上

に点字記号をたたく 。す

ぐれた通訳者だと 、ふつ

うの会話語をほぽそのま

ま伝えることがてきる。

訓起きて、夜哀るまで、

すぺての↑訂報が指から人

る。術島社への‘|lり報を保

証するために、 「術島智

君とともに歩む会」は、

12人のボランティアを川

慈、授業の辿訳を含めて

常時介護に当っている。

＇プ



パ＇1|島竹＇君 とともに歩む会」ぱ、定期的に会合を聞し、て、福島料

の邸見をもとに、通訳体制や介護のあり方など、綿密な計画を立

てる。

授業では、 ドィッ製点字速記

タイフ゜＂ブ リスタ ’'を使って

通訳する。



「福島智社とともに歩む会」 （代表 ・小島純郎千菜大学教授）では、仙

島君への糾報提供を保証するために、カンバを呼びかけてし、る。カンバの

送り先は、 (〒112)東京部文京区目白台 3-27-6筑波大学附屈盲学校内

・ 塩谷気付 「糾島竹君とともに歩む会」。 振椿番妙（東京） 5-93433。 - •

口2000円。

文 塩谷治

写真当山啓



L 

目次

、へ‘’.̂‘‘‘’‘
1983年 9月 No.67

2ページ評論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小島 純郎・・・2 

特集ボランティア ・ウィズ・ザ・プラインド

智君とともに・・・・・． ． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．． ． ． ．．．．．．．．．．．． •井田 道子・ ・• 5 

仲間としての晴 ・盲一体化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大西 正広・・・ 11 

視覚障害者と一緒に山へ登ろう•… ••……………松本 克彦・・・17

「かわいそう」「利用してやろう」の関係を断つ

．．．．．．．．．．青葉 紘宇 ・・・24

「ために」から「ともに」へ ． ．．．．．． ． ． ．．．．．． ． ．．． ． •藤野克己．．． 30

この人 身障者の雇用拡大に意欲を燃やす吉泉さん·………… •••••37

中世 ・近世の盲人像 第 5回・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..谷合 侑...40 

トリーノ市（イタ リア）で自動点訳、点字印刷装置が完成 •…… ••52

インフォメ ーショ ン・コーナー ・・・・・・ ・・ ・・・ ・ ・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・ ・・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・ ・・ •54

編 集 後 記 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..60 



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

本号では、視覚障害者とポランティアの関わり合いについて特集しました。単に、

点訳奉仕者とか朗読奉仕者といった、いわゆる盲人のために奉仕することに飽き足ら

ず、最近は、盲人と“ともに＂考え、行動しようという人たちが増えているようです。

盲人側にもかつての受け身の態度でな く、ボランティアとともに梢極的にさまざまの

活動を展開していこうという傾向が生まれているようです。本号では、そうした考え

を実践している方々に執軍していただきました。したがって、特集のタイトルも、

"for the blind"ではなく、 “with the blind"としました。こう した傾向を皆

さまはどうお受けとめになりましょうか？

谷合先生の「中世・近世の盲人像」は、次号で最終回となります。谷合先生には点

字版・テ ープ版の読み方についてもこ指導いただき、深く感謝申し上げます。先生は

読者の反響をお知りになりたがっておられます。ぜひご感想をお寄せ下さい。

中村祥子さんから特別寄稿をいただきました。短いものはどしどし掲載していただ

きたいと思いますので、話題になるものがありましたらご投稲下さい。
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